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【症例】 26歳，男性．乗用車運転中， 4トント ラック
に追突 フロントガラスより飛び出しトラックの後ろ
の角で右顔面から前頭部を打撲し搬送された





































Syrinx-Peritoneal shunt術後の salvageとして Syrinx-























































































































































































































外科では， 1998年 1月から 6月までの半年間，軽微な
頭部外傷により発症した乳幼児急性硬膜下血腫を4例

















































































































































12, 24, 48, 72, 168時間で検討）' 2 .損傷後低体温




















































































































れた.CT上 iso・density,high densityの血種は low
densityのものより血腫内赤血球数とヘモ グロビソ濃
度は高いが， isoーと highdensity間では差がなかった．
血腫内総蛋白濃度は， CTでの densityが高いほど高
かった．これらの結果から，血清蛋白の漏出が慢性硬
膜下血腫の増大に関与し，また CTにおける血麗の
densityの変化にも蛋白濃度が一部関与することが示
唆された．
